
 

 

 

 

９２０ＭＨｚ帯 無線ユニット 

 ［MODBUSⓇタイプ］ 

 

設定ツール 

(ＳＷＬ-ＵＴ)  
 

 

 

         ユーザーズマニュアル 

  
 

 

 

 

 

このたびは，当社の 920MHz 帯無線ユニット[MODBUSⓇタイプ](以下:無線ユニット)をお買い上げ 

いただき誠にありがとうございます。 

 無線ユニットを正しく安全にお使いいただくため，ご使用前に本書をよくお読みいただき， 

無線ユニットの機能･性能を十分ご理解のうえ，正しくご使用くださるようお願い致します。 

 

ご注意 

1. 許可なく,本ユーザーズマニュアルの無断転載をしないでください。 

2. 記載事項は,お断りなく変更することがありますので,ご了承ください。 

3. 本製品は,国内電波法にもとづく仕様となっておりますので,日本国外では使用しない 

でください。 
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◆ 使用上のご注意 
⚫ 本書の内容の一部または全部を当社に断りなく、いかなる形でも転載または複製することは固くお断りしま

す。 

⚫ 本製品（マニュアル含む）は、ソフトウエア使用契約のもとでのみ使用することができます。 

⚫ 本ツールを使用してのデータの破損や欠落などにつきましては責任を負いかねます。 

⚫ 本マニュアルに記載されている内容は、お断りなしに変更することがありますのでご了承ください。 

⚫ 本ツールには、パソコンへの不正侵入ならびにセキュリティに関する設定は含んでおりません。 

⚫ お客様自身にて実施いただきますようお願いいたします。 

⚫ 本ツール(マニュアル含む)を運用した結果の影響については、一切責任を負いかねますのでご了承ください。 

⚫ 本マニュアルに記載されている内容は、お断りなしに変更することがありますのでご了承ください。 

⚫ USBを挿入する際は無線ユニットの電源をお切りください。 

 

◆ ソフトウェアバージョン対応表 
 

下表に無線ユニット親局、子局と設定ユーティリティの SW Ver組合せ表を記載します。 

ご購入頂いたユニットの形名及び、ソフトウェアバージョンを確認して設定ツールをご使用ください。 

なお、本マニュアルは SWL90 シリーズの無線ユニットが対象になります。 

 

無線ユニットと設定ツールの SW Ver組合せ表 

※1：ディップスイッチによるパラメータ設定のため該当しない項目になります。 

※2：設定ユーティリティ(SWL-UT)をご使用ください。 

 

大項目 小項目 

SWL90 

[MODBUS]タイプ 
SWL90 

[Ethernet 

タイプ] SWL90-R4MD 

（親局設定） 

SWL90-R4MD 

（子局設定） 

SWL90-TH1

（E） 
SWL90-PL3 

設定 

ツール 

(SWL-UT) 

自動経路 

構築ツール 
非対応 

設定 

ユーティリティ 
全 Ver 全 Ver ※1 全 Ver ※2 
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1.1. 概要 
 

設定ツール(SWL-UT)は当社製 920MHz帯無線ユニット[MODBUS タイプ]専用設定のソフトウェアです。 

※対応無線ユニットは A-1ページの「ソフトウェアバージョン対応表」をご参照ください。 

本マニュアルには、設定ツールのパソコンとの接続方法及び各画面についての説明を記載しております。 

 

大項目 小項目 概要 

設定ツール 

自動経路構築ツール 
現場に合せた適切な経路・周波数を自動で構築することができます。 

※現在は使用できません。 

設定ユーティリティ 
パソコンでパラメータの設定を行い、USB接続して設定の書込み、読

出しができます。 

 

1.2. 機能一覧 
 

設定ツール（SWL-UT）の各機能は次の通りです。 

 

●設定ユーティリティ 

 

No 機能一覧 概要 

1 パラメータ設定 パラメータをソフトウェア上で設定することができます。 

2 パラメータ書込/読込 

USB経由でパラメータの書込・読込が可能です。 

無線ユニットパソコン

書込

 無線ユニットパソコン

読込

 

3 
無線パラメータ配信書

込機能 

親局設定の無線ユニットにＵＳＢを接続して、子局に無線パラメータの配信が可

能です。 

親局 子局
パソコン

通信テスト

 

4 
設定内容バックアップ
機能 

現在の設定内容をファイルに書き出すことができます。 

パソコン

ファイル
保存

 

5 設定内容リストア機能 

設定内容バックアップ機能にてファイルに書き出したファイルを読み込むことが

できます。 

パソコン
ファイル
読出し

 

6 
パラメータヘルプ表示
機能 

パラメータ設定の詳細をヘルプ画面に表示することができます。 
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1.3. 動作環境 
 

本製品の動作環境は次の通りです。 

No. 項目 仕様 

1 CPU 1.7GHz以上の CPU 

2 ハードディスク空き容量 20Mbyte以上 

3 必要メモリ容量 4GB以上(推奨) 

4 OS Windows 10 Professional (64bit)  

5 ミドルウェア .NET Framework 4.5 

6 ディスプレイ解像度 1366×768以上 

7 色深度 65,536 色以上推奨 

8 I/O USB2.0 

9 ドライバ等 OS標準ドライバ 

 ※インストールされていない場合は Microsoft社のホームページよりダウンロードしてください。 
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2.1. 設定ツールの起動・終了 
 

設定ツールの起動・終了は以下の手順で行います。 

 

(1)起動  

ダウンロードしたフォルダ内の「SWL-SupportTool.exe」をダブルクリックすると SWL サポートツールが表示されま

す。設定ツールを選択して起動してください。 

※SWLサポートツールは、「SWLサポートツール ユーザーズマニュアル」をご参照ください。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「設定ツール」ボタンを 
クリックします。 
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(2)終了  

画面の右上の「×」ボタンを選択すると設定ツールを終了します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3)下記ダイアログが表示されます。 

 

 

 

「×」ボタンを選択します。 
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2.2. 画面一覧【設定ツール編】 
 

本製品の画面は次の通りです。 

 

No. 画面名称 概要 

1 メイン画面【設定ツール】 

メイン画面【サポートツール】で設定ツール選択後に表示される画面です。自動

経路構築ツール、設定ユーティリティ 2 種類のツール選択を行うことができま

す。 

2 設定ユーティリティ 

メイン画面【設定ツール】で設定ユーティリティを選択すると、設定ユーティリティ

起動画面が表示され、無線ユニットのパラメータ設定が PCでできます。設定ユ

ーティリティで使用する画面一覧は 3.2項画面一覧[設定ユーティリティ編]をご

確認ください。 

3 自動経路構築ツール 

メイン画面【設定ツール】で自動経路構築ツールを選択すると、自動経路構築ツ

ールが表示されます。 

※現在は使用できません。 
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2.3. 画面詳細【設定ツール編】 
 

2.3.1. メイン画面【設定ツール】 

 

2 種類の機能を選択、マニュアル、バージョン確認を行う画面になります。 

 

 

 

No. 名称 内容 参照項 

① 
ツール

バー 

ファイル 終了 アプリケーションを終了します。 ― 

ツール SWLサポートツール メイン画面【SWL サポートツール】が表示されま

す。 
― 

設定ユーティリティ SWL90(MODBUSタイプ)の設定ユーティリティが起

動します。 
― 

電波環境監視ツール 電波環境監視ツールが起動します。 第 3 章 

ヘルプ マニュアル 以下マニュアルを PDFで開きます。 

 ・SWL90-R4MD 取扱説明書(ユニット編) 

 ・SWL90-R4MD MODBUS I/F接続編 

 ・設定ツール取扱説明書 

 ・電波環境監視ツール取扱説明書 

― 

バージョン表示 各ツールのバージョン表示画面が表示されます。 2.3.2 項 

② 自動経路構築ツール 
自動経路構築ツールが表示されます。 

※現在は使用できません。 
― 

③ 設定ユーティリティ 設定ユーティリティ画面が表示されます。 第 3 章 

 

① 

③ 

② 
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2.3.2. バージョン確認画面 

 

本アプリのバージョンを確認することができます。 

 

  

 

 

No. 名称 内容 

① バージョン表示 ソフトウェアのバージョンを確認できます。 

② OK バージョン情報画面を閉じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 

① 
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3.1. 使用手順 
 

3.1.1. 設定書込手順 

 

無線ユニットの初期設定の手順として以下を実施してください。 

 

新規設定開始

 親局USB書込

設定完了

 子局USB書込

 無線ユニット設置

PCと無線ユニットをUSB接続し、無線ユニットへ
親局設定のパラメータ書込を行います。
　 3.3.16.項参照

設定ユーティリティ画面

パソコン

 設定データを作成

 子局通信確認

 設定ファイルを保存する

無線ユニットのパラメータを設定します。
　 3.3.15.項参照

親局と子局間の通信確認を行います。
　 3.3.18.項参照

パソコン

TEST

USB接続

設定ユーティリティで設定したファイルを
保存します。　 3.3.20.項参照

・・・

パソコン

ファイル
保存

無線ユニット
（親局）

パソコン

USB接続
書込

無線ユニット（子局）

PCと無線ユニットをUSB接続し、無線ユニットへ
子局設定のパラメータ書込を行います。
　 3.3.17.項参照 USB接続

書込

無線ユニットを設置します。
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3.1.2. 設定変更の手順 

 

無線ユニットの設定変更は以下手順で実施してください。 

 

設定変更開始

 設定データの変更

設定完了

 親局USB書込

 子局無線書込み

PCと無線ユニット(親局)を接続し、親局から
無線経由で無線子局に設定書込を行います。
　 3.3.19.項参照

 パラメータ読出

 設定ファイルを保存する

PCと無線ユニットをUSB接続し、無線ユニットから
パラメータ読出しを行います。
　 3.3.22.項参照

 保存した設定ファイルを読出す

無線ユニットパソコン
USB接続
読込

パソコン
ファイル
読出し

設定ユーティリティで設定したファイルを
読出します。　 3.3.21.参照

無線ユニットのパラメータを変更します。
　 3.3.15.項参照

設定ユーティリティ画面

パソコン

無線ユニット
（親局）

パソコン

USB接続
書込

PCと無線ユニットをUSB接続し、無線ユニットへ
親局設定のパラメータ書込を行います。
　 3.3.16.項参照

パソコン

無線配信

USB接続

設定ユーティリティで設定したファイルを
保存します。　 3.3.20.項参照

パソコン

ファイル
保存
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3.2. 画面一覧[設定ユーティリティ編] 
 

設定ユーティリティの画面は次の通りです。 

 

No. 画面名称 概要 参照項 

1 起動画面 
設定ユーティリティ選択時に最初に表示される画面です。 

設定方法（ウィザード画面もしくはメイン画面）を選択します。 

3.3.1. 

2 ウィザード画面 
お客様が判断に迷うパラメータを対話形式で設定する画面になりま

す。 

3.3.2. 

3 メイン画面 
起動画面、ウィザード画面にて設定完了後、常に表示される画面に
なります。無線パラメータ設定、ファイルの保存/読出し、無線ユニット
パラメータの書込/読込を行うことができます。 

3.3.3. 

4 RS485 設定画面 
RS485 通信で使用するプロトコルに関する設定を行う画面になりま
す。 

3.3.6. 

5 送信先アドレス設定画面 MODBUS 機器の送信先アドレスを登録する画面になります。 
3.3.7. 

6 ルート設定画面 無線ユニットの通信経路を設定する画面になります。 
3.3.10. 

7 パルスカウント設定画面 
無線ユニットのパルスカウントの使用有無、パルスカウント仕様を設
定する画面になります。 

3.3.11. 

8 増設ユニット設定画面 
無線ユニットの増設ユニットの使用有無、増設ユニット仕様を設定す
る画面になります。 

3.3.12. 

9 個別設定画面 各無線ユニットの詳細パラメータ設定を行う画面になります。 
3.3.13. 
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3.3. 画面詳細 
 

3.3.1. 起動画面 

 

画面選択でウィザード画面もしくはメイン画面を選択します。 

 

 

 

 

 

 

No. 名称 内容 参照項 

① ウィザード画面 
お客様が判断に迷うパラメータを対話形式で設定する画面

になります。 
3.3.2.項 

② メイン画面 
起動画面、ウィザード画面にて設定完了後、常に表示される

画面になります。 
3.3.3.項 

 

① ② 
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3.3.2. ウィザード画面 

 

対話形式で必要なパラメータ設定を行います。 

※下記画面はウィザード画面の一画面を例で記載しております。 

 

 

 

No. 名称 内容 

① 進捗表示 パラメータ設定の進捗状況を確認できます。 

② パラメータ設定 各パラメータの説明を確認しながらパラメータ設定を行います。 

③ 戻る 一つ前の画面に戻ります。 

④ 次へ（完了） 

次の画面に進みます。 

⑤送信先アドレス設定の画面では完了ボタンとなります。 

完了ボタン選択後は、ウィザード画面にて設定したパラメータが反映された状

態で設定ユーティリティが表示されます。 

⑤ キャンセル 起動画面に戻ります。 

 

 

 

① 

② 
 

③ 
 

④ 
 

⑤ 
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3.3.3. メイン画面 

 

メイン画面は設定ユーティリティ起動使用中、常に表示される画面で無線パラメータ設定、ファイルの保存/読出、

ユニットへのパラメータ書込/読込を行うことができます。 

 

 

 

No. 名称 内容 参照項 

① メニューバー 

メニューバーから 3 つのメニューを選択することができます。 

・ファイル：設定ファイルの保存/開く、ウィザード画面からの 

パラメータ設定ができます。 

・ツール：無線ユニットへパラメータ書込/読出/通信テストを 

行うことができます。 

・ヘルプ：ツールのバージョン確認、設定パラメータの詳細、マニ

ュアルを表示することができます。 

3.3.4.項 

② ツールボタン 
無線ユニットへパラメータ書込/読出、設定ファイル保存/読出、

パラメータ初期化を行うことができます。 
3.3.4.項 

③ 共通設定 親局と子局が通信を行うため、共通項目の設定を行います。 3.3.5.項 

④ RS485 プロトコル設定 RS485 通信に関しての設定を行います。 3.3.6.項 

⑤ 送信先アドレス設定 無線送信で子局と接続機器の紐付に関する設定を行います。 3.3.7.項 

⑥ 無線拡張設定 
暗号キーの設定および旧バージョン互換設定、経路仕様情報有

無の設定を行います。 
3.3.8.項 

⑦ 接続ポート設定 接続ポート設定を行います。 4.2.項 

⑧ 自局設定 ユニット毎の IDや子局タイプ、動作についての設定を行います。 3.3.9.項 

① 
② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ 

⑧ 
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3.3.4. メニューバー 

 

設定ユーティリティを操作するための命令や機能がプルダウンメニューから選択、実行することができます。 

メニューバーは 3 つのメニューから機能選択することができます。 

 

 

 

     

 

No. 名称 内容 参照項 

① ファイル 

ウィザード画面 ウィザード画面を開きます。 3.3.2.項 

保存 パラメータ設定した内容をファイル保存します。 3.3.20.項 

開く パラメータ設定したファイルを読出します。 3.3.21.項 

② ツール 

無線機へ書込み 
パソコンから USB 経由で無線ユニットへパラメータ書込を

行います。 

3.3.16.項 

3.3.17.項 

3.3.19.項 

無線機から読出し 無線ユニットから USB経由でパラメータを読出します。 
3.3.22.項 

3.3.23.項 

通信テスト 親局と子局間の無線通信確認を実施します。 3.3.18.項 

③ ヘルプ 

パラメータのヘルプ 各設定パラメータの詳細説明を表示します。 3.3.25.項 

バージョン表示 設定ユーティリティのバージョンを表示します。 3.3.4.(1)項 

マニュアル 

無線ユニットのマニュアルを表示します。 

 ・設定ツール取扱説明書 

 ・SWL90-R4MD取扱説明書(ユニット編) 

 ・SWL90-R4MD MODBUS I/F接続編 

― 

 

(1)バージョン表示 

設定ユーティリティのバージョンを表示します。 

  

 

No. 名称 内容 

① OK 設定ユーティリティのバージョン表示画面を閉じます。 

② バージョン表示 設定ユーティリティのバージョンを確認できます。 

① ② ③ 

② 

① 



 

3-9 

 

3.3.5. 共通設定 

 

無線通信を行うため、親局・子局の共通項目設定を行います。 

 

 

 

 

No. 名称 内容 設定範囲 

① グループ No. 

無線通信で使用するグループ No.を設定します。 

※無線ユニットを複数系統使用する場合はグループ

Noは重複しないように設定してください。 

0～15 

② 子局台数 

親局と通信を行う子局の数(中継専用局含む)の台数

を設定します。 

子局台数により，シートに表示される子局台数が変化 

します。 

1～64 

③ 無線通信トポロジ 
無線通信時の経路構築時に使用する通信構成を 

設定します。 
ツリー/メッシュ 

④ 再送回数 
無線通信で送信が失敗したときの送信リトライ回数を 

設定します。 
0～15 

⑤ 最大中継台数 

通信トポロジがメッシュモードのときの最大中継台数

の設定を行います。 

(通信トポロジがメッシュ時のみ有効) 

0～5 

⑥ 周波数 CH数 

無線周波数を使用するチャネル数を選択します。 

※通信トポロジに「メッシュ」を選択した場合、 

 周波数 CH数は「1」しか選択できません。 

1,2 

⑦ 選択周波数 1 無線通信で使用する周波数を選択します。 24～38 

⑧ 選択周波数 2 

無線通信で使用する 2 つ目の周波数を選択します。 

選択周波数 1で通信が安定しない時に、選択周波数 2

で無線通信を行うための周波数を選択します。 

24～38 

※周波数CH数が 2選定時

選択可 

※：各項目の詳細は，SWL90-R4MDの『ユーザーズマニュアル（詳細編）』を参照ください。 

(当社ホームページwww.melsc.co.jp/business/ よりダウンロードして入手できます。） 

① 
③ 
⑤ 
⑥ 

② 

④ 

⑦ 

⑧ 
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3.3.6. RS485 プロトコル設定 

 

RS485 通信で使用するプロトコルに関する設定を行います。 

通信プロトコルは以下表を参考に、ご使用の通信する内容に合わせて選択してください。 

 

 

 

 

No 名称 選択 内容 伝文図 参照項 

① 

通信 

プロトコ

ル 

MODBUS 

MODBUSⓇ RTU で通信する場合

選択します。 

MODBUS(R)無線子局や増設ユニ

ットの入出力，及び無線センサ端

末の温湿度データの監視/制御は

MODBUSⓇ RTU通信でのみ使用で

きます。 

MODBUS(R)通信伝文

伝文  

3.3.6.(1) 

フリープロトコル 

(タイムアウト検知) 

MODBUSⓇ RTU 以外の RS485 プ

ロトコル使用時に選択します。 

伝文間の無通信時間で伝文の区

切りと判断します。 

伝文間時間はパラメータで設定で

きます。 

データ データ

伝文間時間　以上

伝文 伝文  

3.3.6.(2) 

フリープロトコル 

(SoF/EoF検知) 

MODBUSⓇ RTU 以外の RS485 プ

ロトコル使用時に選択します。 

SoF(伝文開始コード)から EoF(伝文

終了コード)までを伝文の区切りと

判断します。 

SoF と EoF のキャラクタはパラメー

タで設定できます。 

※EoF 未検出時は設定した電文時

間経過を電文の区切りと判断しま

す。 

データSoF EoF

伝文  

3.3.6(3) 

② RS485 通信設定 
RS485 通信に関する設定を行いま

す。 
― 3.3.6(4) 

 

① 

② 
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(1)MODBUS選択時 

 

通信プロトコルに「MODBUS」を選択した場合、RS485プロトコル設定は下記項目となります。 

 

 

 

No. 名称 内容 設定範囲 

① 通信プロトコル MODBUSを選択します。 ― 

② 自局アドレス 親局の MODBUSⓇスレーブアドレスを設定します 1～247 

 

 

(2)フリープロトコル(タイムアウト検知)選択時 

 

通信プロトコルに「フリープロトコル(タイムアウト検知)」を選択した場合、RS485プロトコル設定は下記項目となり

ます。 

 

 

 

 

No. 名称 内容 設定範囲 

① 通信プロトコル フリープロトコル(タイムアウト検知)を選択します。 ― 

② 電文間時間(ms) 
電文の検出を行う電文間のタイムアウト時間を設定し

ます 
0～9999 

 

 

① 

② 

① 

② 
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(3)フリープロトコル(SoF/EoF検知)選択時 

 

通信プロトコルに「フリープロトコル(SoF/EoF 検知)」を選択した場合、RS485 プロトコル設定は下記項目となりま

す。 

 

 

 

No. 名称 内容 設定範囲 

① 通信プロトコル フリープロトコル(SoF/EoF検知)を選択します。 ― 

② 電文間時間(ms) 

電文間のタイムアウト時間を設定します。 

設定された時間が経過し、無通信状態となり、SoF/EoFが

検出できない場合はエラーとなります。 

0～9999 

③ CRC長さ SoFの後に付与する CRCの長さ(バイト数)を設定します。 0～9 

④ 開始コード 伝文の開始を検出するアスキーコードを設定します。 0～FF 

⑤ 終了コード 伝文の終了を検出するアスキーコードを設定します。 0～FF 

 

 

① 

② 

③ 
④ 

⑤ 
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(4)RS485 通信設定 

 

RS485 通信に関する設定を行います。 

 

 

 

No. 名称 内容 設定範囲 

① ボーレート 通信ボーレートを設定します。 

2400 / 4800 / 9600 / 

14400 / 19200 / 38400 / 

57600 / 76800 / 115200 / 

230400[bps] 

② ストップビット ストップビット数を設定します。 1,2 

③ パリティ パリティの設定をします。 

パリティなし(NONE)/ 

偶数パリティ(EVEN)/ 

奇数パリティ(ODD) 

④ データビット長 

データ通信にて１文字当たりに必要なビット数を設

定 

します。 

7,8 

⑤ タイムアウト時間(s) 
子局-スレーブ間でのデータの送信後の応答データ

の待ち時間を設定します。 
0.1～999.9 

 

 

 

 

 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 
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3.3.7. 送信先アドレス設定 

 

無線親局が RS485マスタユニットから受信する伝文内にある、RS485スレーブアドレス情報の格納位置やサイズ

を識別する為、「先頭からのオフセット」や「アドレスの長さ」を指定します。 

※通信プロトコルを「フリープロトコル(タイムアウト検知)」、「フリープロトコル(SoF/EoF検知)」選択時のみ 

設定が必要になります。 

また、「送信先アドレス設定」ボタンを押して、「無線の子局番号」と「RS485スレーブアドレス」の紐付け設定するこ

とで、無線親局がRS485マスタユニットから受信するRS485スレーブアドレス情報を基に、無線子局へのセレクテ

ィング通信が可能になります。 

 

(1)MODBUS選択時 

 

 

 

No. 名称 内容 設定範囲 

① 送信先アドレス設定 
送信先アドレス設定画面を表示します。 

詳細は「3.3.7(3) 送信先アドレス設定画面」をご参照ください。 
- 

① 
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(2)フリープロトコル(タイムアウト検知) / フリープロトコル(SoF/EoF検知)選択時 

 

 

 

No. 名称 内容 設定範囲 

① 
先頭からの 

オフセット 

フリープロトコルモード時にセレクティング動作の有効/

無効を設定します。 

チェックあり：有効 

(セレクティング通信) 

チェックなし：無効  

(ポーリング通信) 

② 
先頭からの 

オフセット値 

電文内の局番位置を設定します。 

先頭を 0 バイト目としたオフセットで選択します。 
0～253 

③ 
先頭からの 

オフセット２ 

セレクティング動作時に局番位置の第二候補の 

有効/無効を設定します。 

チェックあり：有効  

チェックなし：無効 

④ 
先頭からの 

オフセット値２ 

電文内の局番位置の第二候補を設定します。 

先頭を 0 バイト目としたオフセットで選択します。 
1～254 

⑤ アドレスの長さ 送信先アドレスの長さ（バイト）を設定します。 1,2 

⑥ 送信先アドレス設定 

送信先アドレス設定画面を表示します。 

詳細は「3.3.7(3) 送信先アドレス設定画面」をご参照く

ださい。 

※先頭からのオフセット

がチェックなしの場合選

択できません。 

 

 

⑥ 

② 

④ 

⑤ 

① 

③ 
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(3)送信先アドレス設定画面 

 

 

親局または各子局につながる RS485機器のアドレス（局番）を各局に紐付ける設定を行います。 

 

 

 

No. 名称 内容 設定範囲 

① 
ユニット名称 

(ラベル) 
メイン画面で入力したユニット名称が表示されます。 - 

② 
RS485 

スレーブ台数 

親局または子局に接続するRS485スレーブの台数を

設定します。 

設定した台数分、RS485スレーブ設定が入力可能と 

なります。 

1～31 

③ 
RS485スレーブ 

アドレス設定 

親局または各子局につながる RS485 機器のアドレス

（局番）を設定します。 

MODBUSⓇモード時 : 1～247 

フリープロトコル時 ： 

00～FF 

(アドレスの長さ：1)/ 

0000～FFFF 

(アドレスの長さ：2) 

 

 

① ② ③ 
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3.3.8. 無線拡張設定 

 

暗号キーの設定および旧バージョン互換設定、経路情報使用有無の設定を行います。 

 

 

 

 

No. 名称 内容 設定範囲 

① 暗号化有無 無線通信の暗号化機能有効/無効を設定します。 
チェック：暗号化有効 

チェックなし：暗号化無効 

② 暗号キー 無線通信の暗号化を設定します。 0～9999 

③ Ver4.00以前互換 

Ver4.00 以前互換の有無を設定します。 

□：時分割通信の機能が使用可能となります。 

  ※通信構成が全て Ver.4.10 以降である 

必要があります。 

☑：Ver.4.10 以降の無線ユニットが Ver.4.00 以前の 

  無線ユニットと通信を行うことが可能です。 

※無線通信トポロジがメッシュの場合 

選択することはできません。 

□：互換なし ☑：互換あり 

④ 経路情報有無 

無線通信トポロジがメッシュモードの時に設定を 

チェックあり（ツール使用有）に設定すると、 

無線環境監視ツールでの経路表示が可能です。 

チェックあり：ツール使用有 

チェックなし：ツール使用無 

※無線通信トポロジがメッシ

ュ時のみ、選択可能 

 

 

 

 

 

 

① 

② 

③ 

！！！ 注意事項 ！！！ 

パラメータ無線配信機能を使用する場合は暗号化無効設定にしてご使用ください。 

④ 
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3.3.9. 自局設定 

 
ユニット IDやユニットタイプなどそのユニット毎の設定を行います。 

 

No. 名称 内容 設定範囲 

① 子局番号 
子局の場合，ユニット毎に「1」から連番で番号が 

割り振られます。 
- 

② ユニット名 

ユニット名と、「MODBUSインタフェース編」マニュアルを併

せて参照することで、各子局に割り当てられる MODBUS

レジスタアドレスと、対象の子局が判断しやすくなります。 

ユニット名の表示仕様は以下を参照ください。 

R4MD_1：R4MD子局 1データ 

R4MD_2：R4MD子局 2データ 

TH1_1：温湿度センサ 1 台目データ 

TH1_2：温湿度センサ 2 台目データ 

PL3_1：パルスカウント 1台目データ 

PL3_2：パルスカウント 2台目データ 

- 

③ ユニット ID 

親局に子局を登録する際のユニット IDを設定します。 

※先に SIRIALを入力した場合、自動でユニット IDが入力

されます。上位 3桁が 254以上の場合ユニット ID「1」が入

力されます。 

1～254 

④ ユニットタイプ 子局の無線ユニットタイプを設定します。 

SWL90-R4MD(中継局兼子局)/ 

SWL90-TH1(E)(中継局兼子局)/ 

SWL90-TH1(E)(子局)/ 

SWL90-PL3(中継局兼子局)/ 

SWL90-PL3(子局) 

⑤ 個別設定 個別設定画面を表示します。 - 

⑥ SERIAL 

ユニット上部の銘板に記載してある SERIAL番号を 

入力します。SERIAL 番号を入力することにより，SERIAL

の上位 3桁がユニット IDに自動入力されます。 

00000000～ 

99999999 

⑦ 
ユニット名称 

(ラベル) 

無線環境監視ツールを使用する際、ユニット毎の 

固有の名称を設定します。 
全角/半角 8文字 

⑧ ルート設定 ルート設定画面を表示します。 3.3.10.項参照 

⑨ 
パルスカウント 

設定 
パルスカウント機能についての設定を行います。 3.3.11.項参照 

⑩ 増設局設定 
子局に接続する増設ユニットについての設定を 

行います。(SWL90-R4MD子局のみ) 
3.3.12.項参照 

⑪ 書込み時刻 無線ユニットに書込みを行った時間が表示されます。 - 

 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

⑨ 

⑩ 

⑪ 
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3.3.10. ルート設定画面 

 

無線通信トポロジがツリーの場合,親局と通信する際の中継ルートの設定を行います。 

 

  

 

 

No. 名称 内容 設定範囲 

① 中継経路設定数 

無線ユニットの中継経路数を設定します。 

通信状態が不安定な場合は中継の経路を切り替える

ことができます。 

0～3 

② 中継段数 
親局が子局と通信を行うまでの中継局を経由する段

数の設定を行います。 
0～5 

③ 子局番号 

中継を行う子局番号の設定を行います 

※設定する内容はユニット ID ではなく、子局番号で

す。 

※親局側から見て 1番目の中継局を「中継 1」、2番目

の中継局を「中継 2」に設定してください。 

1～64 

(自局番号は入力不可) 

※SWL90-TH1(E)(子局)及び SWL90-PL3(子局)は中継局に設定できません。 

 

① 

③ ② 
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3.3.11. パルスカウント設定 

(1)R4MDのパルスカウント設定 

子局が R4MDの場合は CH1～2が設定可能です。 

CH3 は SWL90-PL3 のみ設定可能です。 

 

パルスカウント使用 CH数が「未使用」の場合、CH1～2は ON/OFF入力として使用できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ON/OFF 入力とし
て機能 
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パルスカウント使用 CH数が「1Ch」の場合、 

1CHはパルスカウントとして使用でき、2CHは CH1 カウントリセットとして機能します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No. 名称 内容 設定範囲 

① 
パルスカウント 

有効設定 

パルスカウント機能有効/無効設定を行いま

す。 

未使用/ 

1Ch / 2Ch / 3Ch 

(3Chは PL3のみ) 

② 
パルスカウント 

桁数設定 

パルスカウントで使用する桁数の設定を行い

ます。 
1～8 

③ 
パルスカウント 

初期値 

パルスカウント値としてカウントを開始する初

期値を設定します。 

0～99999999 

(桁数設定による。) 

④ CH1 カウントリセット CH1 のパルスカウント値をリセットします。 ‐ 

 

① 

② 

③ 

④ 
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(2)PL3のパルスカウント設定 

子局が PL3の場合、CH1～3が設定可能です。 

CH3 は SWL90-PL3 のみ設定可能です。 

パルスカウント使用 CH数が「未使用」の場合、CH1～3は ON/OFF入力として使用できます。 

 

 

 

 

No. 名称 内容 設定範囲 

① 
パルスカウント 

有効設定 

パルスカウント機能有効/無効設定を行いま

す。 

未使用/ 

1Ch/ 2Ch / 3Ch 

② 
パルスカウント 

 桁数設定 

パルスカウントで使用する桁数の設定を行いま

す。 
1～8 

③ 
パルスカウント 

初期値 

パルスカウント値としてカウントを開始する初期

値を設定します。 

0～99999999 

(桁数設定による。) 

④ 
パルスカウント 

最小入力パルス幅 

パルスカウントで取得可能なパルスの最小入

力 

パルス幅を設定します。 

最小の入力パルス幅は以下の通りです。 

10Hz：ON 10ms以上、OFF 20ms以上 

30Hz：ON/OFF 各 50.0ms以上 

10 / 30 

  

① 

② 

③ 

④ 

② 

③ 

④ 

② 

③ 

④ 
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パルスカウント使用 CH数が「1Ch」の場合 

CH1 はパルスカウントとして、CH2、3は ON/OFF入力として使用できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No. 名称 内容 設定範囲 

① 
パルスカウント 

有効設定 

パルスカウント機能有効/無効設定を行いま

す。 

未使用/ 

1Ch / 2Ch / 3Ch 

② CH動作 

各 CHの動作を表示します。 

※PL3の入力データ格納位置はMODBUSイン

タフェース編の取扱説明書をご参照ください 

‐ 

③ 
パルスカウント 

 桁数設定 

パルスカウントで使用する桁数の設定を行いま

す。 
1～8 

④ 
パルスカウント 

初期値 

パルスカウント値としてカウントを開始する初期

値を設定します。 

0～99999999 

(桁数設定による。) 

⑤ 
パルスカウント 

最小入力パルス幅 

パルスカウントで取得可能なパルスの最小入

力 

パルス幅を設定します。 

最小の入力パルス幅は以下の通りです。 

10Hz：ON 10ms以上、OFF 20ms以上 

30Hz：ON/OFF 各 50.0ms以上 

10 / 30 

 

① 

③ 

④ 

⑤ 

② 
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3.3.12. 増設ユニット設定画面 

 

子局(SWL90-R4MD)に接続する増設ユニットに関する設定を行います。 

 

  

 

No. 名称 内容 設定範囲 

① 増設局台数 

子局に接続する増設の台数(予約局含む)を設定します。 

増設局台数として設定した台数の増設設定が 

表示され、設定可能となります。 

0～8 

② 
増設ユニット 

接続設定 

子局の RS485 端子に接続する機器として、増設 

ユニットを使用する場合は選択します。 

チェックなし： 

MODBUSⓇ機器接続 

チェックあり： 

増設ユニット接続 

③ ユニット種別 接続する増設ユニット種別の設定を行います。 
DIO 16 点ユニット/ 

AD 4 点ユニット 

④ 予約設定 
設定した増設ユニットの使用局/予約局の設定を 

行います。 
使用局/予約局 

⑤ エラー時のデータ 
エラー発生時の出力データのクリア/ホールドに 

ついての設定を行います。 

クリア/ホールド/ 

子局に合わせる 

⑥ アナログ CH設定 

AD4 点ユニットのアナログ入力に関する設定を 

行います。 

「3.3.12(1) アナログ CH設定画面) 参照」 

- 

 

 

 

 

① 

③ 

④ 

⑤ 

② 

⑥ 
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(1)アナログ CH設定画面 

 

アナログ増設ユニットの各アナログチャンネルの設定を行います。 

 

 

 

No. 名称 内容 設定範囲 

① 
アナログ CH 

使用設定 

該当するアナログ CH の使用有/無を設定しま

す。 

チェックあり：使用 

チェックなし：未使用 

② 入力レンジ 使用するデータのレンジを設定します。 

0-10V/0-5V/1-5V/ 

0-20mA/4-20mA/ 

ﾕｰｻﾞﾚﾝｼﾞ 1/ 

ﾕｰｻﾞﾚﾝｼﾞ 2 

③ 平均方法 
データの表示について行う平均処理について設

定します。 

サンプリング/ 

回数平均/ 

時間平均/ 

移動平均 

④ 平均回数 

平均方法にて、平均を行う回数を設定します。 

サンプリングは平均処理を行わないため、平均

回数は無効となります。 

(時間平均の場合、設定値×10ms間のデータ平

均となります。) 

0～32 

 

① 

② 

③ 

④ 
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3.3.13. 個別設定画面 

 

自局設定では、無線出力電力や、エラー端子の出力など、ユニット毎の動作についての設定を行います。 

 

(1)親局（SWL90-R4MD）個別設定画面 

  

 

No. 名称 内容 設定範囲 

① 無線タイムアウト時間 

無線通信でのエラー発生タイムアウト時間の 

設定を行います。 

0.0の場合は自動計算となります。 

0.0～ 

  999.9(秒) 

② エラー時のデータ 
エラー発生時の出力データについての設定を 

行います。 

クリア/ 

ホールド/ 

ビットクリア・ 

ワードホールド※/ 

ビットホールド・ 

ワードクリア※ 

③ エラー端子の出力 

エラー発生時のエラー端子の出力信号の設定

を 

行います。 

LIVE 信号/a接点/ 

b接点 

④ 無線出力電力 無線通信を行う送信出力の設定を行います。 1mW/10mW/20mW 

⑤ エラー遅延時間 

MODBUS(R)無線親局に対して一定時間

RS485機器よりデータが送られなかった場合に

エラーを 

表示する場合の遅延時間の設定を行います。 

0.0～999.9 

 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 
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(2)MODBUS®子局（SWL90-R4MD)個別設定画面 

 

  

 

No. 名称 内容 設定範囲 

① 子局動作 

子局の動作についての設定を行います。 

通常の使用局は通常局、将来追加予定の場合は予

約局と設定します。 

通常局/予約局 

② 
無線送信間隔 

(分：秒) 

子局から親局へ無線送信を行う周期を設定します。 

※SWL90-TH1、SWL90-PL3のみ設定可能 
01：00～99：59 

③ 無線タイムアウト時間 

無線通信でのエラー発生タイムアウト時間の設定を行

います。 

0.0 の場合は自動計算となります。 

0.0～ 

  999.9(秒) 

④ エラー時のデータ 
エラー発生時の出力データについての設定を行いま

す。 

クリア/ 

ホールド 

⑤ エラー端子の出力 
エラー発生時のエラー端子の出力信号の設定を 

行います。 

LIVE 信号/a接点/ 

b接点 

⑥ 無線出力電力 無線通信を行う送信出力の設定を行います。 1mW/10mW/20mW 

⑦ 
温度データ 

オフセット 

温湿度センサ SWL90-TH1(E)を使用する場合に設定

可能なパラメータです。 

温度データを設定値分オフセットできます。 

SWL90-TH1(E)(中継局兼子局)をご使用の場合は-1.8

を設定してください。 

-99.9～99.9 

⑧ 
湿度データ 

オフセット 

温湿度センサ SWL90-TH1(E)を使用する場合に設定

可能なパラメータです。 

湿度データを設定値分オフセットできます。 

-99.9～99.9 

 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 
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(3)温湿度センサ子局（SWL90-TH1（E))個別設定画面 

 

 

 

 

No. 名称 内容 設定範囲 

① 子局動作 

子局の動作についての設定を行います。 

通常の使用局は通常局、将来追加予定の場合

は予約局と設定します。 

通常局/予約局 

② 
無線送信間隔 

(分：秒) 

子局から親局へ無線送信を行う周期を設定しま

す。 
01：00～99：59 

③ 
無線タイムアウト

時間(分) 

親局と通信できないときにタイムアウトを発生さ

せるまでの時間を設定することができます。 

0 の場合は自動計算となります。 

0～250 

④ 
温度データ 

オフセット 

温湿度センサ SWL90-TH1(E)を使用する場合に

設定可能なパラメータです。 

温度データを設定値分オフセットできます。 

SWL90-TH1(E)(中継局兼子局)をご使用の場合

は-1.8 を設定してください。 
-99.9～99.9 

⑤ 
湿度データ 

オフセット(%) 

温湿度センサ SWL90-TH1(E)を使用する場合に

設定可能なパラメータです。 

湿度データを設定値分オフセットできます。 

 

 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 
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(4)パルスカウント子局（SWL90-PL3）個別設定画面 

 

 

 

 

No. 名称 内容 設定範囲 

① 子局動作 

子局の動作についての設定を行います。 

通常の使用局は通常局、将来追加予定の場合は 

予約局と設定します。 

通常局/予約局 

② 
無線送信間隔 

(分：秒) 
子局から親局へ無線送信を行う周期を設定します。 01：00～99：59 

③ 
無線タイムアウト 

時間(分) 

親局と通信できない時にタイムアウトを発生させるま

での時間を設定することができます。 

0 の場合は自動計算となります。 

0～250 

④ エラー時のデータ 
エラー発生時の出力データについての設定を 

行います。 

クリア/ 

ホールド/ 

⑤ エラー端子の出力 
エラー発生時のエラー端子の出力信号の設定を 

行います。 

LIVE 信号/a接点/ 

b接点 

⑥ 無線出力電力 無線通信を行う送信出力の設定を行います。 1mW/10mW/20mW 

⑦ 出力機能切り換え ユニットの出力端子からの出力内容を選択します。 

エラー出力/ 

警報出力(トランジェント

イベント通信) 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 
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3.3.14. ウィザード画面からパラメータを設定する 

 

無線通信設定や RS485 通信設定を対話方式で設定することで、パラメータの設定漏れや誤設定を防ぐことが 

できます。(子局毎の詳細設定は、ウィザード設定後にメイン画面で設定してください。） 

 

(1)画面選択画面からウィザード画面を選択します。 

説明を参照し、各パラメータを設定した後、「次へ」ボタンを押してください。（①～⑤の設定項目行います。） 

 

 

 

 

(2)⑤の設定項目を設定すると「設定確認」画面が出ます。 

設定に間違いが無ければ「完了」ボタンを押下して設定を確定して下さい。 

 

 

③選択すると次の設定 
項目に移行します。 

①ウィザード画面を選択します。 

②パラメータを設定します。 
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(3)ウィザード画面の設定が反映され、メイン画面が表示されます。 
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3.3.15. 無線ユニットの設定データを作成する 

 

無線ユニットに書き込む設定データを作成します。 

各設定の詳細については、「3.3.項 画面詳細」をご参照ください。 

 

 

  

 共通設定

 RS485プロトコル設定

 送信先アドレス設定

 無線拡張設定

 ユニットタイプ/ユニットID設定

 ルート設定

 パルスカウント設定

 増設局設定

 個別設定

設定手順

 

 

⑦パルスカウント設定 

⑥ルート設定 

①共通設定 
②RS485プロトコル設定 

③送信先アドレス設定 

④無線拡張設定 

⑤ユニットタイプ/ユニット ID設定 

⑧増設局設定 

⑨個別設定 
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無線ユニットのパラメータ設定を順に行います。 

下記構成の設定例を元に設定を行います。 

 

親局
MODBUSアドレス：240

MODBUSマスタ

子局1

子局2

子局3

RS485
(MODBUS RTU)

パルス
カウント

RS485
(独自プロトコル)

子局4

子局5

ガスメータ

水道メータ

エアー・ガス
流量計

パルス
カウント

入出力
増設ユニット

アナログ
増設ユニット

MODBUS子局

MODBUS子局

MODBUS子局

パルスカウント子局

温湿度センサ子局

EcoMonitorLight
MODBUSアドレス:1

RS485
(MODBUS RTU)
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(1)共通設定 

 

無線ユニットに書込む設定データを作成します。 

親局、子局の共通設定が一致しなければ通信を行うことができません 

 

 

共通設定のパラメータを設定します。 

グループ No.：グループ No.を選択します。 

同一エリアで複数の無線システムを使用する場合に誤送信、誤受信を防ぎます。 

子局台数：子局台数を選択します。 

無線通信トポロジ：無線通信時の経路構築時に使用する通信構成を設定します。 

ツリー設定にて経路を固定することを推奨します。 

再送回数：無線通信で送信が失敗したときの送信リトライ回数を設定します。 

最大中継台数：通信トポロジをメッシュ設定時に可能なパラメータになります。 

ユニットの中継段数の範囲を設定できます。 

周波数 CH数：無線周波数を使用するチャネル数を選択します。 

選択周波数 1.2：選択周波数 1で通信が安定しない時に、選択周波数 2で無線通信を行うための周波数を選択しま

す。 

             設定例 

名称 設定値 名称 設定値 

グループ No 5(任意) 子局台数 5 

無線通信トポロジ ツリー 再送回数 2(任意) 

最大中継台数 ― 選択周波数 1 30(任意) 

周波数 CH数 2 選択周波数 2 38(任意) 



 

3-35 

 

(2)通信プロトコル設定/送信先アドレス設定 

 

MODBUS 通信に関する設定を行います。 

 

 

 

ここでは通信プロトコルを MODBUSに設定した場合の設定例を記載いたします。 

 

【RS485 通信設定】 

無線ユニットの MODBUSアドレス（=自局アドレス）を設定し、RS485 通信設定を行います。 

RS485 通信設定は、上位（シーケンサ）―無線ユニット（親局）、MODBUS子局１―スレーブ（EcoMonitorLight）間

の設定を行います。 

 

    RS485プロトコル設定 設定例                      

名称 設定値 

通信プロトコル MODBUS 

自局アドレス 240 

 

 

 

名称 設定値 

ボーレート 19200 

ストップビット 1 

パリティ 偶数パリティ 

データビット長 8 

タイムアウト時間 1.0 
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【送信先アドレス設定】 

無線ユニットに接続した MODBUS機器の MODBUSアドレスを設定します。 

本構成の場合、MODBUS子局１にスレーブとなる MODBUSアドレス:1の EcoMonitorLight を 

接続するため、以下のように設定します。 

 

 

 

RS485（MODBUS RTU）通信設定、アドレス設定は完了です。 

親局
MODBUSアドレス:240

MODBUSマスタ

子局1

子局2

子局3

パルス
カウント

RS485
(独自プロトコル)

子局4

子局5

ガスメータ

水道メータ

エアー・ガス
流量計

パルス
カウント

入出力
増設ユニット

アナログ
増設ユニット

MODBUS子局

MODBUS子局

MODBUS子局

パルスカウント子局

温湿度センサ子局

EcoMonitorLight
MODBUSアドレス:1

RS485
(MODBUS RTU)

送信先アドレス＝1自局アドレス＝２４０MODBUSマスタ(=0)

RS485
(MODBUS RTU)
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(3)ユニットタイプ/ユニット ID設定 

 

無線ユニットタイプ/ユニット IDの設定を行います。 

【無線ユニットタイプ】 

無線ユニット子局のユニットタイプを選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【子局ユニット ID】 

子局本体のユニット IDは工場出荷時には、シリアル No.上位 3 桁が設定されています。 

子局本体のユニット IDに合わせて設定ユーティリティのユニット IDを記入してください。 

 

定格銘板                 無線ユニット 

 

 

 

 

 

 

 

※各子局の本体に任意のユニット ID (例：子局 1ユニット ID = １、子局 2ユニット ID = 2など) を 

任意の値に入力することも可能です。 

 

 

 

名称 ユニットタイプ 

子局 1 
SWL90-R4MD 
(中継局兼子局) 

子局 2 
SWL90-R4MD 
(中継局兼子局) 

子局 3 
SWL90-R4MD 
(中継局兼子局) 

子局 4 
SWL90-PL3 
(中継局兼子局) 

子局 5 
SWL90-TH1 
(子局) 

 920MHz Wireless Unit

SERIAL

TYPE SWL90-R4MD

0631
12/24VDC　1.4W

SW Ver. 2.00
MADE IN JAPAN

0123

工場出荷時に 

子局の定格銘板の 

「SERIAL」の上 3 桁が 

無線ユニットのユニット ID 

になります。 

 

 

子局1
7セグメントLEDに
「U.123」が表示
される
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(4)ルート設定 

無線ユニットの経路設定を行います。 

本構成では、中継して無線通信を行う子局 4、子局 5の設定例を記載します。 

 

 

 

【子局 4 ルート設定】 

子局４は、子局１を経由して親局へ無線送信するため設定は以下のように設定します。 

子局1親局 子局4
 

 

 

 

子局４ ルート設定 子局 5 ルート設定 
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【子局 5 ルート設定】 

子局 5 は、子局 3 を経由して親局へ無線送信する経路を基本としますが、万が一子局 3 の通信が途切れた場

合に備え、子局 2 を経由して親局へ無線通信する経路を設定します。 

 

子局2親局 子局5

子局3

経路2

経路1
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(5)パルスカウント設定 

 

パルスカウント設定を行います。パルスカウント設定を行わない場合は、入出力としてご利用できます。 

本構成では、パルスカウントを使用する子局 2、子局 4 の設定例を記載します。 

 

 

 

【子局 2 パルスカウント設定】 

子局 2 は、エアーガス流量計を接続し、パルスカウントを 1CH使用するため設定は以下のように設定します。 

 

  ※1：ご使用のシステムに合わせてパラメータを設定してください。 

名称 設定地 

パルスカウント設定 1CH 

CH1 カウント桁数 8 ※1 

CH1 初期値 0 ※1 

子局 4 パルスカウント設定 

子局 2 パルスカウント設定 
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【子局 4 パルスカウント設定】 

子局 4 は、ガスメータ、水道メータを接続しパルスカウントを 2CH使用するため設定は以下のように設定しま

す。 

 

 

 

 ※1：ご使用のシステムに合わせてパラメータを設定してください。 

名称 設定値 

パルスカウント設定 2CH 

CH1 カウント桁数 8 ※1 

CH1 初期値 0 ※1 

最小入力パルス幅 30 ※1 

CH2 カウント桁数 8 ※1 

CH2 初期値 0 ※1 

最小入力パルス幅 30 ※1 
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(6)増設局設定 

 

MODBUS 子局の RS485に接続し増設局設定を行います。 

※同一子局に RS485は増設ユニット、MODBUS 機器を同時に接続することはできません。 

本構成では、入出力増設ユニットとアナログ増設ユニットを使用する子局 3 の設定例を記載します。 

 

 

 

 

【子局 3 増設局設定】 

子局 3 は、入出力増設ユニットとアナログ増設ユニットを使用するため設定は以下のように設定します。 

 

 

子局 3 増設局設定 
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アナログ増設ユニットを設定する場合、「アナログ CH設定」を行う必要があります。  

CH1 を使用した場合の設定を以下の通りです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上で必要なパラメータ設定は終了です。 

ユニット毎にパラメータ設定が必要な場合は、「個別設定」から設定を行ってください。 
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3.3.16. 親局に設定データの書込み 

 

無線ユニット親局に USBを接続して設定データを書き込む手順は以下となります。 

※書込み中は無線ユニット電源を切らないでください。 

※書込み中は USBケーブルを抜くなど、パソコンと無線ユニットの通信を切断しないでください。 

※書込み中は、通常動作が一時停止し再起動しますので無線通信データを取りこぼす可能性があります。 

 

（1）メイン画面の右上の「自動選択」にチェックが入っていることを確認してください。 

パソコンと無線ユニットを USB接続してください。 

 

（2）「無線機へ書込み」ボタンを選択し、「書込み選択」画面を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

！！！ 注意事項 ！！！ 

親局への書込み時、ユニット IDが入力されていない子局がある場合、下記のようなダイアログが表示されます。 

自動で入力する場合は、子局番号がユニット IDになります。また、パラメータ無線配信機能を使用する場合、 

子局本体のユニット IDを自動で入力された設定ユーティリティの値に合わせて変更してください。

 

①「自動選択」にチェック 
が入っていることを確認 
します。 パソコン

USB
接続

無線ユニット

①「無線機へ書込み」を選択します。 
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（3）無線機への書込み方法を選択します。 

「無線親局に設定を書込む（無線親局に USBを接続）」を選択します。 

 

 

（4）書込み確認のダイアログが表示されますので「OK」を選択してください。 

 

 

（5）書込み完了後、以下のダイアログが表示されます。 

 

 

※R4MD(Ver1.00)、PL3(Ver1.00/4.10)は USBモードに変更後、書込みを行ってください。 

  USBモードへの変更方法は「SETボタンを押しながらの電源投入」になります。 

 

※本ツールは全無線バージョンに対して、書込み可能です。 

 

 

①「ＯＫ」を選択します。 

①「無線親局に設定を書込む 
（無線親局に USBを接続）」を 
選択します。 
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！！！ 注意事項 ！！！ 

親局(Ver1.00)への書込み時、R4MD(Ver1.00)に登録できない PL3または TH1 子局がある場合、 

下記のようなダイアログが表示されます。 

該当ユニットは「SWL90-R4MD」として書き込まれます。 

 

！！！ 注意事項 ！！！ 

TH1、PL3の電池駆動子局が含まれる構成で親局に書き込みを行う場合、下記のダイアログが表示されます。 

自動経路構築をご使用の際はご注意願います。 
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3.3.17. USB接続による子局書込み 

 

USB 接続による子局の書込みは以下手順で行います。 

※書込み中は無線ユニット電源を切らないでください。 

※書込み中は USBケーブルを抜くなど、パソコンと無線ユニットの通信を切断しないでください。 

※書込み中は、通常動作が一時停止し再起動しますので無線通信データを取りこぼす可能性があります。 

 

（1）メイン画面の右上の「自動選択」にチェックが入っていることを確認してください。 

パソコンと無線ユニットを USB接続してください。 

 

 

（2）「無線機へ書込み」ボタンを選択し、「書込み選択」画面を表示します。 

 

 

（3）「無線子局に設定を書込む」と「無線子局に USBを接続して設定を書込む」を選択し「次へ」ボタンを押す。 

 

 

①「無線子局に書き込む」→「無線子
局に USB を接続して設定を書き込む」
を選択します。 

①「自動選択」にチェック 
が入っていることを確認 
します。 パソコン

USB
接続

無線ユニット

①「無線機へ書込み」を選択します。 

②「次へ」を選択します。 
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（4）子局番号を選択し、「書込み開始」ボタンを選択します。 

  

 

（5）書込み確認のダイアログが表示されますので「OK」を選択してください。 

 

 

（6）書込み完了後、以下のダイアログが表示されます。 

 

 

 

 

※R4MD(Ver1.00)、PL3(Ver1.00/4.10)は USBモードに変更後、書込みを行ってください。 

  USBモードへの変更方法は「SETボタンを押しながら電源投入」になります。 

 

※本ツールは全無線バージョンに対して、書込み可能です。 

 

 

 

 

 

 

②「書込み開始」を選択します。 

①子局番号を選択します。 

①「ＯＫ」を選択します。 
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パソコン

USB
接続

親局子局

 

3.3.18. 子局通信確認 

 

無線子局との接続確認を以下の手順で行います。 

※親局、子局へ設定データ書込後に実施してください。 

※SWL90-PL3(電気駆動局)、SWL90-TH1(電池駆動、外部電源局)への通信テストは行えません 

（1）メイン画面の右上の「自動選択」にチェックが入っていることを確認してください。 

パソコンと無線ユニットを USB接続してください。 

 

 

（2） 「TEST」ボタンを選択し、「通信テスト選択」ダイアログを表示します。 

 

 

 

(3) 「通信テスト選択」ダイアログが表示されます。 

「無線子局と通信テストを行う」を選択し、「無線親局に USBを接続して無線通信テストを行う」を選択します。 

 

①「無線子局と通信テストを行う」→ 
「無線親局にUSBを接続して無線通
信テストを行う」を選択します。 

①「TEST」ボタンを選択します 

①「自動選択」にチェックが入っ
ていることを確認します。 

②「次へ」を選択します。 
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(4) 子局番号と無線パラメータを選択し、「テスト開始」を選択してください。 

 

 

 

注意：無線通信（テスト）するには親局と子局の無線パラメータ（周波数、グループ、通信トポロジ）を一致させる 

必要があります。このとき、周波数は選択周波数１の周波数を選択してください。 

親局 子局
通信テスト

SWL90-R4MDSWL90-R4MD

周波数：３３
グループ：０
トポロジ：ツリー

周波数：３３
グループ：０
トポロジ：ツリー

 

 

 

（5）正常に完了した場合、以下のダイアログが表示されます。 

 

 

①通信確認を行う子局番号を選択します。 

②通信確認を行う子局と無線パラメータと 
設定を一致させます。 

出荷時の無線パラメータは 

以下の値です。 

周波数チャンネル：３３ 

グループ設定：０ 

通信トポロジ：ツリー 

③テスト開始を選択します。 
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3.3.19. 子局無線書込み 

親局に USBを接続し、無線経由で子局への書き込みが可能です。 

書き込み手順は次ページ(1)からご参照ください。 

※書込み中は無線ユニット電源を切らないでください。 

※書込み中は USBケーブルを抜くなど、パソコンと無線ユニットの通信を切断しないでください。 

※書込み中は、通常動作が一時停止し、再起動しますので無線通信データを取りこぼす可能性があります。 

※親局に設定データ書込後に実施してください。 

※通信トポロジが「メッシュ」の場合は無線書き込みが使用できません。USB経由で書き込みを行ってください。 

※電池駆動子局を含む構成でパラメータ配信に失敗した場合、子局が応答待ちの状態となり 

通常動作、パラメータ配信が行えません。 

応答待ち状態は子局の無線送信重機経過後、自動で復旧しますが 

お急ぎの場合は中継兼子局から順番に電源を再投入してください。 

 

無線書き込みが使用可能なユニットの組み合わせは以下のとおりです。 

Ver Ver Ver Ver Ver Ver Ver Ver Ver Ver

4.1 4.0* 3.** 2.** 1.** 4.1 2.** 1.** 4.1 1.**

Ver

4.1

Ver

4.0*

Ver

3.**

Ver

2.**

Ver

1.**
× × × ×

親局

[SWL90-Ｒ4ＭＤ]

× × × ×

× × × × × ×

× × × ×

× × × × × ×

× × × ×

× × × × × ×

× × ○ ×

○ ○ × × × ×

○ ○ × × × ○

無線パラメータ配信対象ユニット

入出力子局

[SWL90-R4MＤ]

温湿度センサ

[SWL90-TH1（E)]

パルスカウント子局

[SWL90-PL3]

 

 

※本ツールは全無線バージョンに対して、書込み可能です。 
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（1）メイン画面の右上の「自動選択」にチェックが入っていることを確認してください。 

パソコンと無線ユニットを USB接続してください。 

 

（2）「無線機へ書込み」ボタンを選択し、「書込み選択」画面を表示します。 

 

 

(3) 書込み選択ダイアログが表示されます。 

「無線子局に設定を書込む」を選択し、「無線親局に USBを接続して無線経由で設定を書き込む」を選択しま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①「無線子局に設定を書き込む」→
「無線親局にUSBを接続して無線経
由で設定を書き込む」を選択しま
す。 

パソコン

USB
接続

無線ユニット

②「次へ」を選択します。 

①「無線機へ書込み」を選択します。 

①「自動選択」にチェックが入っ
ていることを確認します。 
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（4）子局番号と無線パラメータを選択し、「書込み開始」を選択してください。 

 

 

無線子局には「共通設定」に設定されている無線パラメータ値が書き込まれます。 

 

 

無線送信するには親局と子局の無線パラメータ（周波数、グループ、通信トポロジ）を一致させる必要があります。

このとき、周波数は選択周波数１の周波数を選択してください。 

 

親局 子局
無線送信

SWL90-R4MDSWL90-R4MD

周波数：３３
グループ：０
トポロジ：ツリー

周波数：３３
グループ：０
トポロジ：ツリー

 

①設定を送信する子局番号を選択 
します。 

②現在、書込み対象子局に設定され 
ている無線パラメータと一時的に 
一致させます。 

子局には「共通設定」に設定されている無線パラメータ値が書き込まれます。 

出荷時の無線パラメータは 

以下の値です。 

周波数チャンネル：３３ 

グループ設定：０ 

通信トポロジ：ツリー 

③書込み開始を選択します。 
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（5）「OK」を選択してください。 

 

 

（6）設定の書込みが開始します。 

設定書込み中は下記のように進捗が表示されますので、しばらくお待ちください。 

 

 

（7）設定完了後、以下のような結果画面を表示します。 

 

青：成功、赤：失敗、黄：中断   

 

 

 

①複数子局を選択した場合、子局台数の
進捗が表示されます。 

②「キャンセル」押下で現在の
通信完了時点で終了し、結果
画面を表示します。 

①「ＯＫ」を選択します。 
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3.3.20. 設定ファイルを保存する 

 

無線ユニットに書き込んだ設定内容をパソコンに csv ファイルを保存する手順は以下になります。 

 ※保存した CSV ファイルを編集すると、設定ユーティリティでの読出しができなくなります。 

設定を編集する場合は、必ず設定ユーティリティに読出してから編集してください。 

 

（1） 画面上部の「ファイルへ書込」ボタンを選択します。 

 

 

 

 

（2） ファイル保存ダイアログが表示されますので、保存場所とファイル名を選択し、「保存」ボタンを選択してくださ

い。 

 

 

 

①「ファイルへ書込」ボタンを
選択します。 
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3.3.21. 保存した設定ファイルを読み出す 

 

パソコンに保存した csv ファイルの読出しは以下手順になります。 

※旧バージョンの csv ファイルを読み出すと、設定内容が補正または読み飛ばされる可能性があります。 

（1）画面上部の「ファイルから読出」ボタンを選択します。 

 

 

（2）ファイル読出ダイアログが表示されますので、読出すファイルを選択し、「開く」ボタンを選択してください。 
 

①「ファイルから読出」ボタン
を選択します。 
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3.3.22. 親局から設定データを読み出す 

 

無線ユニットの設定データをパソコンへ読み出しする場合、以下手順で行います。 

※読出し中は無線ユニット電源を切らないでください。 

※読出し中は USBケーブルを抜くなど、パソコンと無線ユニットの通信を切断しないでください。 

※読み出し中は、通常動作が一時停止しますので無線通信データを取りこぼす可能性があります。 

※親局無線ユニットのバージョンが Ver4.00以降のユニットは、子局パラメータも一括で読出しができます。 

※親局のパラメータを設定ユーティリティ経由ではなく、ユニット本体のボタン操作で書き込んだ場合、 

親局から全てのパラメータを読み出すことができません。 

その場合は、親局と子局全台からＵＳＢ接続にて読出しを行ってください。 

※本ツールは全無線バージョンから、読出し可能です。 

（1）メイン画面の右上の「自動選択」にチェックが入っていることを確認してください。 

パソコンと無線ユニットを USB接続してください。 

 

 

（2）「無線機から読出」ボタンを選択し、「読出し選択」画面を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

①「自動選択」にチェック 
が入っていることを確認 
します。 

パソコン

USB
接続

無線ユニット

①「無線機から読出」を選択します。 
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（3）無線機からの読出し方法を選択します。 

「無線親局からパラメータを読み出す（無線親局に USBを接続）」を選択し、「読出し開始」ボタンを押します。 

 

 

（4）読出し確認のダイアログが表示されますので「OK」を選択してください。 

 

 

（5）読出し完了後、以下のダイアログが表示されます。 

  

 

※R4MD(Ver1.00)、PL3(Ver1.00/4.10)は USBモードに変更後、書込みを行ってください。 

  USBモードへの変更方法は「SETボタンを押しながら電源投入」になります。 

①「ＯＫ」を選択します。 

①「無線親局からパラメータを読み 
出す。（無線親局に USBを接続）」 
を選択します。 

②「読出し開始」ボタンを選択します。 

！！！ 注意事項 ！！！ 

無線ユニットのパラメータ設定をボタン操作で変更した場合、設定ユーティリティで正しいパラメータ設

定を読み出しする為には、親局と子局の双方から設定データを読み出す必要があります。(子局が複

数存在する場合は各子局から読み出す必要があります。) 
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3.3.23. 子局から設定データを読み出す 

 

無線ユニットに設定されている設定内容を設定ユーティリティ上に読出しを行う場合、以下手順で行います。 

※読出し中は無線ユニット電源を切らないでください。 

※読出し中は USBケーブルを抜くなど、パソコンと無線ユニットの通信を切断しないでください。 

※読み出し中は、通常動作が一時停止しますので無線通信データを取りこぼす可能性があります。 

※本ツールは全無線バージョンから、読出し可能です。 

 

（1）メイン画面の右上の「自動選択」にチェックが入っていることを確認してください。 

パソコンと無線ユニットを USB接続してください。 

 

 

 

（2）「無線機から読出」ボタンを選択し、「読出し選択」画面を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①「自動選択」にチェックが入っている 
ことを確認します。 パソコン

USB
接続

無線ユニット

①「無線機から読出」を選択します。 
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（3）パラメータ読出し選択ダイアログが表示されます。 

「無線子局からパラメータを読み出す」と「無線子局に USBを接続してパラメータを読み出す」を選択します。 

  

 

（4）子局に無線親局経由でパラメータを読み出す場合、下記画面が表示されます。 

読出しを実行する場合は「読出し開始」ボタン、読出しを中止する場合は「キャンセル」ボタンを選択してくださ

い。 

 

 

 

 

 

※R4MD(Ver1.00)、PL3(Ver1.00/4.10)は USBモードに変更後、書込みを行ってください。 

  USBモードへの変更方法は「SETボタンを押しながら電源投入」になります。 

 

①設定を読み出す子局番号を 
選択します。 

①「無線子局からパラメータを読み出
す」→「無線子局に USB を接続してパ
ラメータを読み出す」を選択します。 

②「次へ」を選択します。 

②「読出し開始」ボタンを選択します。 
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（5）読出し確認のダイアログが表示されますので「OK」を選択します。 

 

 

 

（6）設定の読出しが正常に完了すると下記のダイアログが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①「ＯＫ」を選択します。 

！！！ 注意事項 ！！！ 

子局から設定データを読出す際 USBを親局に接続して行うと以下のダイアログが表示されます。 

 

 

！！！ 注意事項 ！！！ 

無線ユニットのパラメータ設定をボタン操作で変更した場合、設定ユーティリティで正しいパラメータ設

定を読み出しする為には、親局と子局の双方から設定データを読み出す必要があります。(子局が複

数存在する場合は各子局から読み出す必要があります。) 
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3.3.24. 設定ユーティリティの設定内容を初期化する 

 

設定ユーティリティに設定した設定データを初期化する場合、以下手順で行います。 

 

（1）設定初期化を選択します。 

 

 

 

（2）「OK」を選択すると、設定ユーティリティで設定したデータが初期化されます。 

 

 

     

 

①「設定初期化」を選択します 
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3.3.25. ヘルプ機能 

 

メイン画面でパラメータ名称を右選択することで、ヘルプ画面を開くことができます。 

パラメータの詳細説明を参照でき、マニュアルレスでのパラメータ設定が可能になります。 

 

ヘルプウインドウを開く手順 

 

(1)パラメータ名称を右クリックします。 

 

※一部のパラメータはヘルプを表示できません。 

 

(2)「ヘルプを開く」を選択します。 

 

①パラメータ名称を右クリック 
例：ユニットタイプ 

①「ヘルプを開く」を選択します。 
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(3)ヘルプウインドウが開きパラメータの詳細を参照できます。 

 

 

 

 

【補足】 

 

 

 

 

ツールバーからも 
ヘルプ画面を起動 
できます。 
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4.1. トラブルシューティング 
 

異常内容 確認/対処方法  

MODBUSマスタでデ

ータを取得できない 

①無線ユニット、対象スレーブに電源は入っているか。 

②配線は間違っていないか。 

③無線ユニットにエラーは表示されていないか 

④マスタの要求伝文は間違っていないか。 

⑤親局と子局で P195(Ver.4.00以前互換設定)が不一

致となっていないか 

 

①無線ユニット、スレーブに電源を投入してく

ださい。 

②配線を確認してください。 

無線ユニットの配線は「ユーザーズマニュアル

(詳細編)_7.3 配線」をご参照ください。 

マスタ機器、スレーブ機器の配線はご使用の

機器の取り扱い説明書をご参照ください。 

③「ユーザーズマニュアル(詳細編)_10.1 エラ

ー一覧」を参照してエラーを解消してください。 

④温湿度センサ、パルス値、入出力をご利用

の場合は「920MHz帯無線ユニット[MODBUSタ

イプ]MODBUS インタフェース編」をご参照くだ

さい。 

スレーブ機器をご利用の場合は使用する機器

の取り扱い説明書をご参照ください。 

⑤P195の設定値を一致させてください。 

※P195が不一致の状態では正常に通信を行

いません 

詳細はユーザーズマニュアル(詳細編)_9.7.3時

分割通信必要パラメータをご参照ください 

 

 

無線パラメータ配信、

経路自動構築機能が

失敗する。 

 

電池駆動子局を含む構成で無線パラメータ配信、自動

経路構築を行っていないか 

 

・電池駆動子局を含む通信構成で左記機能を

失敗した場合 

子局が配信/経路構築待ち状態となり、通常

動作を行いません 

子局の送信周期が経過したら、自動的に復帰

しますが 

お急ぎの場合は中継兼子局から順に電源を

再投入してください 

 

・電源再投入後もボタン操作が効かない場合

は無線ユニットが故障している可能性がありま

す。 

本マニュアル記載のお問い合わせ場所に不具

合状態をご相談ください 

 

無線ユニットのボタ

ン操作が効かない 

COMポートを検出で

きない 
R4MD(Ver1.00～3.00)、PL3(Ver1.00/4.10)は「無線

親局への書込み」、「無線子局への書込み」、「無線親

局から読出し」、「無線子局から読出し」を行う場合、

USBモードに変更してから行う必要があります。 

SETボタンを押しながら無線ユニットに電

源を投入して「USBモード」で起動してくだ

さい。 

書込みが正常に行え

ない 
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4.2. 接続 COMポート確認手順 
 

1.「スタート」⇒「コントロールパネル」より、「デバイスマネージャー」を起動します。 

 （カテゴリ表示の場合、「スタート」⇒「コントロールパネル」⇒「ハートウェアとサウンド」より「デバイスマネージャー」を

起動します。 

 

 

コントロールパネル 

 

2.「ポート(COM と LPT)」にある「CDC USB for Utility」の後に記載されている COM番号をご確認ください。 
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COM番号を 

ご確認ください。 
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製品仕様の変更 

カタログ、仕様書、技術資料などに記載されている仕様は、お断りなしに変更することがあります。

製品の適用について 

■使用条件

当社製品をご使用される場合は、万一、故障、不具合などが発生した場合でも重大な事故にいたらない用途

であること、バックアップなどの対策が実施されていることをご使用の条件とさせていただきます。

■適用の除外など

(1)当社製品は、一般工業などへの用途を対象として設計・製造されています。原子力発電所およびその他

発電所、鉄道や航空などの公共交通機関といった公共への影響が大きい用途や車両設備医用機械、娯

楽機械、安全装置、焼却設備、および行政機関や個別業界の規制に従う設備への使用で、特別品質保

証体制をご要求になる用途には、適用を除外させていただきます。

(2)人命や財産に大きな影響が予測され、安全面や制御システムにとくに高信頼性が要求される用途には適

用を除外させていただきます。

(3)ただし、上記の用途であっても、用途を限定して特別な品質をご要求にならないことをお客様にご承認い

ただいた場合には、適用可能とさせていただきます。

その他 

上記の記載内容は、日本国内での取引および使用を前提としております。 

〒154-8520 東京都世田谷区太子堂 4-1-1(キャロットタワー20F) 

お問い合わせは下記へどうぞ 

北日本支社･･････････〒983-0013 仙台市宮城野区中野 1-5-35････････････････････ (022)353-7814 

 北海道支店････････〒004-0041 札幌市厚別区大谷地東 2-1-18･･････････････････ (011)890-7515 

東京機電支社････････〒108-0022 東京都港区海岸 3-9-15 LOOP-Xビル 11階････････ (03)3454-5511 

中部支社････････････〒461-8675 名古屋市東区大幸南 1-1-9･････････････････････ (052)722-7602 

 北陸支店･･････････〒920-0811 金沢市小坂町北 255･･･････････････････････････ (076)252-9519 

関西支社････････････〒531-0076 大阪市北区大淀中 1-4-13･･････････････････････ (06)6454-0281 

中四国支社･･････････〒732-0802 広島市南区大州 4-3-26････････････････････････ (082)285-2111 

 四国支店･･････････〒760-0072 高松市花園町 1-9-38･･････････････････････････ (087)831-3186 

九州支社････････････〒812-0007 福岡市博多区東比恵 3-12-16･･･････････････････ (092)483-8208 

電話技術相談窓口(仕様・取扱いの問い合わせ) 

TEL (052)719-0605 平日 9:00～17:30(土・日・祝日は除く) 

この印刷物は，2021年７月の発行です。なお，お断りなしに内容を変更することがありますのでご了承ください。 

X903140903E ２０２１年７月作成 

Windows 10 は、米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標または商標です。 

.NET Frameworkは米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標または商標です。 

MODBUS は Schneider Electric SAの登録商標です。 

MELSEC、GOT は三菱電機株式会社の登録商標です。 
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